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当中間連結会計期間の業績
当中間連結会計期間（平成28年9月中間期）
　当中間連結会計期間の経済環境につきましては、「当行（単体ベース）の営業の概況」（本誌1頁）に記載のとおりですが、このよう
な経済環境のなか、百十四グループは、銀行業務を中心として地域に密着した営業活動の展開を図るとともに、リース業務などの金融
サービスの提供につとめました結果、当中間連結会計期間の業績は以下のとおりとなりました。

○預金・預り資産……個人及び公共預金が減少しましたが、法人預金が増加したことにより、当中間連結会計期間末の預金残高は、前
連結会計年度末比244億円増加して３兆9,598億円となり、譲渡性預金を含めた総預金では、前連結会計年度末比318億円増加して
４兆1,454億円となりました。
　また、当中間連結会計期間末の預り資産残高は、公共債が減少しましたが、投資信託、個人年金保険及び金融商品仲介の増加によ
り、前連結会計年度末比37億円増加して3,543億円となりました。
○貸出金……個人向け貸出金が増加しましたが、法人及び公共向け貸出金が減少したことにより、当中間連結会計期間末の貸出金残高
は、前連結会計年度末比108億円減少して２兆7,364億円となりました。
○有価証券……当中間連結会計期間末の有価証券残高は、前連結会計年度末比962億円減少して１兆3,188億円となりました。なお、
当中間連結会計期間末の「その他有価証券」の差引評価益は、前連結会計年度末比123億円減少して657億円となりました。
○損益
〈経常収益〉
　国債等債券売却益の増加によるその他業務収益の増加などにより、当中間連結会計期間の経常収益は前中間連結会計期間比53億
56百万円増加して453億84百万円となりました。
〈経常費用〉
　国債等債券売却損の増加によるその他業務費用の増加などにより、当中間連結会計期間の経常費用は前中間連結会計期間比76億
66百万円増加して350億98百万円となりました。
〈経常利益・親会社株主に帰属する中間純利益〉
　以上の結果、当中間連結会計期間の経常利益は、前中間連結会計期間比23億10百万円減少して102億85百万円となり、親会社株
主に帰属する中間純利益は、前中間連結会計期間比29億50百万円減少して51億26百万円となりました。

セグメント情報等
【セグメント情報】
1.報告セグメントの概要
　当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源
の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。
　当行グループは、銀行業務を中心に、連結子会社においてリース業務をはじめとする金融サービスに係わる事業を行っており、当
行及び企業集団を構成する個々の連結子会社がそれぞれ事業計画等を立案し、事業活動を展開しております。
　したがって、当行グループは、当行及び個々の連結子会社を基礎とした業務別のセグメントから構成されており、「銀行業」及び
「リース業」の２つを報告セグメントとしております。なお、「銀行業」は、預金業務、貸出業務、有価証券投資業務、為替業務等を
行い、「リース業」は、連結子会社の百十四リース株式会社において、リース業務等を行っております。

2.報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法
　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記載と同一
であります。
　なお、報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。
　セグメント間の内部経常収益は、第三者間取引価格に基づいております。

3.報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報
前中間連結会計期間（平成27年9月中間期） （単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計 調整額 中間連結財務諸表

計上額銀行業 リース業 計
経常収益
外部顧客に対する経常収益 35,966 3,097 39,063 964 40,028 ― 40,028
セグメント間の内部経常収益 324 301 626 1,883 2,509 △ 2,509 ―

計 36,290 3,399 39,690 2,847 42,537 △ 2,509 40,028
セグメント利益 11,765 61 11,826 963 12,790 △ 194 12,595
セグメント資産 4,641,060 24,783 4,665,843 31,527 4,697,371 △ 38,160 4,659,210
セグメント負債 4,377,147 20,626 4,397,774 11,113 4,408,887 △ 36,158 4,372,728
その他の項目
減価償却費 1,445 48 1,493 168 1,661 35 1,697
資金運用収益 25,485 61 25,546 240 25,787 △ 280 25,506
資金調達費用 2,268 53 2,322 39 2,362 △ 263 2,098
有形固定資産及び無形固定資産の増加額 575 1 576 90 667 91 758
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（注）1.一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と中間連結損益計算書の経常収益計上額との差異について
記載しております。
2.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クレジットカード業及び信用保証業を含んでおります。
3.「セグメント利益」「セグメント資産」「セグメント負債」「減価償却費」「資金運用収益」「資金調達費用」「有形固定資産及び無形固定資産の増加額」の調整額は、セグメン
ト間取引消去であります。
4.セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　
　
当中間連結会計期間（平成28年9月中間期） （単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計 調整額 中間連結財務諸表

計上額銀行業 リース業 計
経常収益
外部顧客に対する経常収益 41,133 3,279 44,413 971 45,384 ― 45,384
セグメント間の内部経常収益 151 237 388 1,926 2,314 △ 2,314 ―

計 41,284 3,516 44,801 2,897 47,699 △ 2,314 45,384
セグメント利益 9,150 138 9,289 1,024 10,314 △ 28 10,285
セグメント資産 4,741,650 24,911 4,766,561 30,743 4,797,304 △ 38,301 4,759,003
セグメント負債 4,485,263 20,560 4,505,824 9,844 4,515,668 △ 35,697 4,479,971
その他の項目
減価償却費 1,089 47 1,136 158 1,294 40 1,335
資金運用収益 24,568 73 24,641 231 24,872 △ 283 24,589
資金調達費用 2,695 44 2,739 36 2,775 △ 249 2,526
有形固定資産及び無形固定資産の増加額 1,015 1 1,017 50 1,067 56 1,124

（注）1.一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と中間連結損益計算書の経常収益計上額との差異について
記載しております。
2.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クレジットカード業及び信用保証業を含んでおります。
3.「セグメント利益」「セグメント資産」「セグメント負債」「減価償却費」「資金運用収益」「資金調達費用」「有形固定資産及び無形固定資産の増加額」の調整額は、セグメン
ト間取引消去であります。
4.セグメント利益は、中間連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

【関連情報】
前中間連結会計期間（平成27年9月中間期）
1.サービスごとの情報 （単位：百万円）

貸出業務 有価証券投資業務 リース業務 その他 合計

外部顧客に対する経常収益 16,742 12,802 3,097 7,385 40,028
（注）一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

2.地域ごとの情報
（1）経常収益

　当行グループは、本邦の外部顧客に対する経常収益に区分した金額が中間連結損益計算書の経常収益の90％を超えるため、記
載を省略しております。

（2）有形固定資産
　当行グループは、本邦に所在している有形固定資産の金額が中間連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、
記載を省略しております。

3.主要な顧客ごとの情報
　特定の顧客に対する経常収益で中間連結損益計算書の経常収益の10％以上を占めるものがないため、記載を省略しております。
　
　
当中間連結会計期間（平成28年9月中間期）
1.サービスごとの情報 （単位：百万円）

貸出業務 有価証券投資業務 リース業務 その他 合計

外部顧客に対する経常収益 16,253 18,571 3,279 7,279 45,384
（注）一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。
　
2.地域ごとの情報
（1）経常収益

　当行グループは、本邦の外部顧客に対する経常収益に区分した金額が中間連結損益計算書の経常収益の90％を超えるため、記
載を省略しております。

（2）有形固定資産
　当行グループは、本邦に所在している有形固定資産の金額が中間連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、
記載を省略しております。

　
3.主要な顧客ごとの情報
　特定の顧客に対する経常収益で中間連結損益計算書の経常収益の10％以上を占めるものがないため、記載を省略しております。

ディスクロージャー誌 （宝印刷）  2017年01月16日 10時54分 3ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



百十四グループ（連結ベース）の営業の概況

12

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】
前中間連結会計期間（平成27年9月中間期） （単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計

銀行業 リース業 計
減損損失 30 ― 30 ― 30

当中間連結会計期間（平成28年9月中間期） （単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計

銀行業 リース業 計
減損損失 53 ― 53 ― 53

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】
　該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】
　該当事項はありません。
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